
５月 26日に開催した市消防職員による
総合訓練査閲において、ロープブリッジ渡
過訓練を行った安

あ じ ま

嶋涼隊員。往復 40ｍあ
るロープを、標準所要時間 40秒のところ
20秒で渡る技術と体力を披露しました。
安嶋隊員は８月に東京都で開催される

「第 50 回全国消防救助技術大会」に、茨
城県代表として出場します。

表紙題字　橘吉也 氏（寄席文字書家／石岡市在住）
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私たちのくらしに身近なSDGs（P3～7）私たちのくらしに身近なSDGs（P3～7）

　岸田総理は、６月に開催された経済財政諮問会議
の中で、民間の資金・ノウハウを公共施設等に活用
する「新たな官民連携」を推進するため、今後５年
間を重点実行期間として、幅広い自治体にその取り
組みを促すと発表しました。市のスローガンの一つ
である「共働」の考えは、まさにこれと一致してい
ます。
　現在、整備検討を進めている「複合文化施設」に
ついては、単なる箱モノとして整備するのではなく、
市民が利用しやすく、また、関係人口や交流人口も
増やす施設となるよう「官民連携」の考え方を視野
に入れて取り組んでいます。
　今後はますます SDGs の理念でもある「持続可
能」な行政運営が求められ
てくると思います。そのよ
うな中で、地域と子どもた
ちの未来に、何をどのよう
に残していくかをしっかり
考え、市政運営を進めてま
いります。


